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一

喝
Ⅲ
大
丈
夫
天

に
先

つ
て

心
の
祖
た
り
。

現
代
の
青
年

に
望

む

現
代
の
青
年

一
般
を

見
る
に
信
何

ぞ
不
及

な

る
。
古
人

に
は
絶
対
の
信
あ
り
。
百
万
人

と
雖

も

我
行

か
ん
底
の
人
、
天
下

の
人
皆

非
な
り
と

云

う
と
雖
も
我
行
か
ん
底
の
人
物
は

少
か
ら
ざ

り
き
。
現
代
の
青
年
を
見

る
に
真
に
寒

心
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
将
来
、
吾
国
は

、
吾

世
界
は
、

如
何
相
成
る
事
や
ら
ん
。
乃
公

立
た
ず
ん
ば
誰

か
相
為
さ
ん
や
底
の
人
出
現
を

待
つ
の
み
。
現

代
は
余
り
に
も
他
に
依
頼
の

心
の
み
と
は
な
れ

り
。
天
下

の
大
法
一
人
背
負

っ
て
立
つ
底
の
人

物
有
り
や
無
し
や
。

仏

祖

に

学

ぶ

瑞
巌
主
人
公

に
於

け
る
が
如
き
、
自
ら
「
主

人
公
」
と
呼

び
自
ら

答
う
。
「
「

Ｉ
イ

」
。
「
哩

々
著
」
目
を

バ
ッ
チ
リ
開
い
て
居
れ
よ
。

「
「

Ｉ
イ
」
。
毎
日
自
ら
呼
ん
で

自
ら
答
う
。
「

他
時

異
日

人
の
瞞
を
受
く
る
事
勿
れ
よ
」
。
「

バ
イ

バ

イ
」
。
雨
の
降
る
日
も
照
る
日
も
暴
風
ｍ

の
日
も
毎

日
毎
日

自
ら
主
人
公
と
呼
ん
で
自
ら

答
う
。
朝

か
ら
晩

迄
一
日
も
休
ま
ず

ブ
ッ
通
し

た
。
ど
う

で
す

こ
の
願
力
の
大
な

る
。
惧
胝
和

尚
は
指
一

本
じ
ゃ
。
何
を
問
わ
れ
て
も
只
指

一
本
。
「
仏

と
は

如
何
」
。
指
一
本
。
「
和

尚
何
を
為
す
や
」

只

指
一
本
。
「
何
処
へ
行
く
や
」
。
只
指
一
本
。

「
如
何
な
る
か
是
道
」
、
只

指
一
本
。
何
と
問
わ

れ
て
も
只
指
一
本
。
遷
化

に
及
ん
で
曰

く
我
天

龍
一
指
頭
の
禅
を
得
て

一
生
用
不

尽
。
と
云
っ

て
指
一
本
を
竪
で

ゝ
其
侭
遷
化
じ
ゃ
。

石

鞏
和

尚
は
出
て
来
る
修
行
者

が
あ

れ
ば
、
弓

を
満

月
の
如
く
引
絞
っ
て
矢
を
胸

倉
に
突
き
付

け
て
曰

く
。
「
矢
を
見
よ

″
こ

と
来
る
者
も
来

る
者

も
真
青
に
な
っ
て
逃
げ

去
っ
て
丁

っ
た
。

三
十

年
や
っ
て
居

っ
た

が
最
後
に
一
人
あ
り
胸

を
オ
ッ
開

い
て
曰
く
、「
そ

れ
は
殺
人
の
矢
か
活

人
の
矢
か

が
」
曰
く
「
吾
三
十
年
弓
を
引

い
て

只

半
箇
の
瞎
大
を

得
た
り
」
と
云

っ
て
弓

を
捨

て
こ
の
大
を
戻
し
た

。

二
柤
は
断
臂

、
雲
門
は
折
脚

、
古
徳

其
許
の
辛

難
を

喫
し
て
正
に
斯
の
道
を

得
た
り
。
吾
豈

独

り
然

ら
ざ
ら
ん
や
。

人
　

材
　

打
　

出

吾
先

師
（

宗
活
禅
師
）
の
如
き
亦
斯
の
如

き

の

師
た

り
し
か
。
厳
に
し
て
辣
真
剣
な
る
事
天

下

其
比
を
見
ず
。
宗
演
老
師
の
宗
活
老
師

に
対

す
る
時
亦
此
の
如
く
な
り
し
と
。
先
師
曰

く
先

師
を
知
る
者
は
只
我
一
人
の
み
、
又
真

に
我

を

知
る
者
は
只
先
師
一
人
の
み
な
り
き
と

。
か
く

｛

る
底
へ
「
相

罵
る
事
は
汝
に
許
す
埆
を
附
け
上

相

唾
す

る
事

は
汝
に
任
す
水
を
注
げ
」
、
と
一
徹

一
貫
只
道
を

求
む
る
底
有
る
事
無
し
や
。

現

代

に

対

応

現
代
を

観
ず
る
に
古
と
異

れ
り
。

知
育
の
み

勝

っ
て

徳
育
は
後
退
せ
り
。
原

水
爆
あ
り

ロ
ケ

ッ
ト
あ
り
で
科
学
の
進
歩
は

実
に
驚
異

的
で

あ

る
。
吾

宗
教
界
も
之
に
対
応

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

否

吾
宗
教
界
は
常
に
現

世
に
先
ん
ぜ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
然

る
に
現
今
を
顧

る
に
実
に
寒
心
に
堪

え
ざ
る
も
の
あ
り
。
正
し
く
慙
愧

に
堪
え

ざ
る
も

の
あ
り
。
依
然
と
し
て
旧
来

の
夢
を
貧
り
見
る

に
非
ず
や
。
衆
生
済

度
は
吾

等
の
本
願
な
り
然

し
能
は
ざ
り
し
処
、
請

う
更

に
奮
起
し
て
こ
の

聖
業
を
成
就
せ
ら
れ
ん
事

を
。
且
つ
は
慙
愧
し

且
つ
は
益
々

奮
起
し
精

進
せ
ら
れ
ん
事
を
請

い

願
う
次
第
で
あ
り

ま
す

。

衲
関
東
大
震
災
を
思

い
起
し
た
。
前
日
千
葉

県
八
日
市
場
へ
帰
省
し

て
東
京
道
場
に
帰

る
途

中
、
母
親
の

先
祖
の

墓
を
参
り
叔
父
と
共
に

仔
。

食
の
最
中
、
彼
の
大

地
震
で
あ
っ
た
。
東
京
全

滅
と
聞

い
て

脳
裡

に
ひ

ら
め
い
た
の
は
只
老
大

師
の
事

と
陛
下
の
事
の
み
で
あ
っ
た
。
直
ち
に
支

度
を
し
、
上
京
し

た
。
陛
下

は
近
衛
師
団

が
あ

る
か
ら
よ
し

と
老
大

師
は
我
一
人
で
も
救

い
出

さ
ね
ば
と
衆
の
止

る
を
聞
か
ず
一
路
走
り
通
し

の

如
く

な

ら
ず

ん

ば

何

ぞ
大
を
求
む

る
事

を

得
ん
や
。

我
亦
当
初

よ
り
大
を
求

め
ん
と
し
て

斯
の
如
く

に
し
て
来

る
。
未
だ
人
の
知
る
無
し
。

既
に
年
老

い
た
り

と
雖
も
未
だ
半
箇
も
得

る
事

能
は
ざ

る
は
、
慙
愧

に
堪
え
ず
。
望
む
ら
く
は

一
箇
半
箇
底

釆
る
事
無
し
や
。
洪
川
、
宗
演
、
宗
活

の
法
是
を
川
演
活
の
法
と
い
う
。
古
の
応
燈
関
の

法
に
比

せ
り
。
大
を
得
ず
ん
ば
仏
祖
の
恩
を
報

ず

る
事

能
は
ず

。
納
人
を
求
め
て
急
速
な
る
事

あ
り
。
年
既

に
老
い
た
り
。
空

を
打
た
ん
か
地

を
打

た
ん
か
朝

打
三
千

暮
打
八
百
然
も
未
だ
曽

つ
で
第
二

義
義
門

に
下

ら
ず
。
風
雪
飢
餓
蚊
虻

の
襲
来
長

坐
不

臥
腎
骨
糜
爛
す
る
に
至
る
も
意

と
せ
ず
只

管
打
坐
二

十
年
三
十

年
志
を
変
え
ざ

疹

諸
両
忘
庵

大
木

琢

堂

老

師

る
に
顧
る
処
衆
生
済
度
　
と
は
オ
コ
ガ
マ
シ
キ

次
第
に
非
ず
や
。
吾
等
は
年
老
い
た
り
志
は
永

遠
な
り
と
雖
も
如
何
せ
ん
現
実
を
顧
る
に
如
何

と
も
せ
ん
や
。
実
に
道
心
地
に
落
ち
た
り
と
云

わ
ん
が
為
に
於
て
何
と
し
て
も
青
年
僧
諸
君
に

依
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
諸
君
の
大
奮
起
を
待
た

ね
ば
如
何
と
も
せ
ん
や
。
実
に
地
球
の
滅
亡
破

壊
か
将
又
何
れ
か
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
時
機
は

即
今
只
今
に
せ
ま
れ
り
。
一
大
事
と
は
正
に
即

今
只
今
の
事
な
り
。
乞
う
今
こ
そ
実
に
世
界
を

救
う
処
の
真
実
の
英
雄
を
要
す
る
の
時
な
り
。

青

年

僧

に

期

待

請
う
青
年
僧
よ
。
幸
に
諸
君
は
今
こ
の
聖
業

を
為
さ
ん
と
す
。
吾
等
為
さ
ん
と
し
て
未
だ
為

で
上
京
し
た

。
大

ふ
の
橋
は
尽
く
落
た
れ
共
老

大
師

に
通
ず
る
路
は
無
事
で
あ

っ
た
。
幸

老
大

師
は
御
無
事
で
あ
っ
た

が
直
ち

に
壁
を
始
め
破

壊
箇
所
の
修
理
に
か

１
り
れ
た
。
衲
は
そ
の
手

伝
で
あ

っ
た

が
力
の
足

ら
ざ
る
を
痛
感
慙
愧
に

堪
え
な

か
っ
た
。
然
し

真
夜
中
と
雖
庭
の
隅
々

迄
も
塵
一
つ
落
葉
一
つ
な

き
迄
清
掃
し
た

夜
に

な
る
と
ワ

ー
ツ
ワ

ー
ツ
何
万

と
云

う
暴
動

襲
来

の
様
相
衲
は
鉄
棒
を

持
っ
て

防
禦

に
当
っ
た
。

吾
一
人
窓
外

に
あ

っ
て

何
万

で
も
来
ら
ば
来
れ

と
勇
気
百
倍
し
た

。
誰
よ
り
も
弱
か
っ
た
衲
で

さ
え
危

に
臨
ん
で
は
こ
の
勇
出
る
も
の
な

る
を

験
し
た

の
で
青
年
僧
の
諸
君
開
闢
以
来
真

の
危

機
、
何
卒
奮
励
一
番
一
切

衆
生
の
為

に
勇
猛
精

進

せ
ら
れ
る
事
を
。
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